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      フォトニック結晶ファイバー 

 指向性の強い光を発生する装置としてレーザーがありますが、発生する光の制御
を行うことによって時間的に非常に短い時間だけ存在する光のかたまり（これを光パ
ルスと呼びます）を作ることができます。これはカメラのフラッシュライトのようなもの
ですが、現在のレーザー技術ではその時間幅が千兆分の１秒程度（１千兆分の１秒
のことを１フェムト秒と呼びます）の光パルスが発生可能です。これは人類が現時点
で手にしている、最も短時間の現象を扱うための道具とも言えます。このような超短
光パルスを用いると通常の光では起こらない様々な現象を起こすことができます。こ
の良い例が、フォトニック結晶ファイバーという空孔のあるファイバーを用いた超連続
光の発生です。我々の研究室ではそのような現象の解明と応用について研究をして
います。 
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